
おまえざき　市議会だより 第16号　　2008年4.5.6月　　
4

今
年
度
第
１
回
特
別
委
員
会

を
６
月
９
日
に
開
催
し
、
御
前

崎
地
区
の
下
水
道
に
つ
い
て
、

順
次
進
め
て
い
く
方
向
で
承
認

さ
れ
た
。

下
水
道
課
長
よ
り
、
処
理
区

の
整
備
手
法
に
つ
い
て
６
社
の

手
法
の
提
案
説
明
を
受
け
た
。

各
社
そ
れ
ぞ
れ
、
全
域
一
括
下

水
道
、ブ
ロ
ッ
ク
毎
分
割
下
水
、

土
壌
浄
化
法
下
水
、
下
水
＋

地
区
合
併
浄
化
槽
法
な
ど
の

内
容
で
し
た
。
早
期
供
用
で

き
る
よ
う
、
工
事
費
、
工
期
、

施
工
方
法
な
ど
を
考
え
て
３

社
程
度
の
具
体
的
整
備
見
積

も
り
の
提
出
を
求
め
、
次
回

検
討
す
る
事
と
し
た
。

平
成
２０
年
６
月
１８
日
、
当
委

員
会
を
開
催
し
た
。

協
議
事
項
は
「
企
業
誘
致
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
商

工
観
光
課
、
企
業
立
地
室
等
に

説
明
を
求
め
た
。

１

池
新
田
工
業
団
地
造
成
工

事
に
つ
い
て
は
、
現
在
浜
岡

綜
研
、
東
海
サ
ン
ド
が
工
場

拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
工
期
は
２０
年
９
月

３０
日
と
な
っ
て
い
る
。

２

行
政
が
行
っ
て
い
る
工
業

団
地
造
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
比
木
会
下
ノ
谷
、
新
野

有
ヶ
谷
の
２
候
補
地
に
つ
い

て
各
種
調
査
を
実
施
中
で
あ

る
が
、
切
土
の
搬
出
の
有
無

で
造
成
価
格
が
大
き
く
変
わ

っ
て
来
る
。

３

民
間
主
導
で
進
行
し
て
い

る
上
比
木
、
須
々
木
地
区
工

業
団
地
に
つ
い
て
は
、
開
発

予
定
面
積
４
３
・
３
９
ｈ
ａ

（
内
農
業
振
興
地
域
５
・
４

平
成
２０
年
６
月
１８
日
に
当
委

員
会
を
開
催
し
た
。
原
子
力
安

全
・
保
安
院
検
査
官
と
中
部
電

力
㈱
に
説
明
を
求
め
、
審
議
し

た
。

◆
検
査
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て新
た
な
制
度
で
は
、
事
業
者

は
個
々
の
点
検
項
目
に
つ
い

て
、
技
術
評
価
を
行
う
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
国

は
、
事
業
者
が
行
っ
た
技
術

評
価
の
妥
当
性
を
審
査
し
、

プ
ラ
ン
ト
毎
の
特
徴
に
応
じ

た
、
適
切
な
定
期
検
査
の
間

隔
を
設
定
す
る
制
度
で
す
。

◆
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ

い
て

１

４
号
機
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
に
つ
い
て

モ
ッ
ク
ス
燃
料
の
製
造
が
開

始
さ
れ
、
今
後
各
種
検
査
合

格
後
、
平
成
２２
年
度
か
ら
モ

ッ
ク
ス
燃
料
を
使
用
し
た
営

業
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

２

５
号
機
低
圧
タ
ー
ビ
ン
に

つ
い
て

新
し
い
羽
根
の
製
作
準
備
が

整
っ
た
事
か
ら
、
国
へ
工
事

計
画
を
届
出
し
た
。
今
後
国

が
確
認
後
、
低
圧
タ
ー
ビ
ン

の
製
作
を
開
始
、
平
成
２１
年

度
実
施
予
定
の
定
期
検
査
で

タ
ー
ビ
ン
３
基
全
て
を
取
り

替
え
る
予
定
で
す
。

３

計
画
し
た
耐
震
裕
度
向
上

工
事
全
て
の
工
事
が
完
了
し

た
。
１
・
２
号
機
共
用
排
気

筒
建
て
替
え
工
事
は
、
現
在

評
価
調
査
中
で
す
。

４

新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
踏

ま
え
、
地
震
に
対
す
る
安
心

感
の
向
上

と
し
て
、

４
項
目
の

新
た
な
対

応
事
項
へ

の
取
り
組

み
説
明
が

あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

地
震
発
生
時
の
自
動
停
止
の

設
定
値
１
５
０
ガ
ル
か
ら
新

し
い
設
定
値
１
２
０
ガ
ル
ま

で
引
き
下
げ
ま
し
た
。

◆
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
係
る

保
安
検
査
結
果
報
告
に
つ
い

て検
査
し
た
項
目
に
つ
い
て
、

違
反
と
な
る
事
項
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆
浜
岡
原
子
力
発
電
所
周
辺
環

境
放
射
能
調
査
結
果
報
告
に

つ
い
て

平
成
１９
年
度
（
平
成
１９
年
４

月
〜
平
成
２０
年
３
月
）
の
調

査
で
は
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所
か
ら
の
環
境
へ
の
影
響
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

７
ｈ
ａ
、
森
林
区
域
３
１
・

５
ｈ
ａ
）
で
、
９
月
３０
日
ま

で
の
予
定
で
、
現
在
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
中
で
す
。

本
件
で
ま
ず
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
、
農

業
振
興
地
域
の
除
外
申
請
と

な
っ
て
お
り
、
農
地
が
４
ｈ

ａ
以
上
の
た
め
、
農
地
転
用

は
大
臣
許
可
案
件
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
県
が
国
と
協
議

を
進
め
て
居
り
ま
す
。
農
振

除
外
、
農
地
転
用
の
目
途
が

た
て
ば
、
よ
り
活
発
な
進
展

が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。

平
成
２０
年
６
月
３０
日
〜
７
月
２
日

視
察
研
修
先

鹿
児
島
県
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所

・
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
原
子
力
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。

・
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
の
現
状
と
今
後
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
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視
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研
修


